　　　　　　　　　　　　　　　　【様式2】
2026年度　インキュベーションルーム入居申請※提出する際は、青字の記入要領、記入例を削除した上でご提出ください。

事業計画書

【１】代表者
	フリガナ
	　
	所属
	

	氏　　名
	　
	職
	　

	連絡先
	電　話
	　

	
	E-mail
	　



【２】入居プロジェクト名
	入居プロジェクト名
	　



【３】申請概要
	プロジェクト概要
（400文字程度）


	【記載内容例】
① 課題（Problem）～対象分野の課題・非効率・未解決点を明確に。
② 技術の核心（Solution / Innovation）～「本研究は○○技術により△△を可能とする」と要点を。
③ 市場・顧客（Market）～対象となる市場規模や想定ユーザーを明確に。
④ 競争優位（Advantage）～既存技術と比べて何が決定的に優位なのか。
⑤ 事業化の方向性（Plan）～GAP期間で検証する項目（PoC、試作品、顧客ヒアリング等）を具体的に。
などを含めて分かり易く400字程度にまとめて下さい。

	起業予定時期
	西暦　　　　　年　　　　月　


＜各項目共通事項＞
※査読者にポイントが伝わりやすいよう、図表グラフ、具体的なデータ等を積極的に用いてください。

[bookmark: _Hlk164262151]【４】構想
（1） シーズの内容
1 シーズの詳細
	※事業の核となる研究成果を基にしたシーズについて詳細を記載してください。
※シーズに関する研究開発の進捗状況を含めてください。






2 シーズの革新性・優位性（類似技術・先行技術等の状況分析含む）
	※比較対象となる技術の文献・特許、公開情報に関する内容を記載してください。現時点で、直接的に比較できる対象がない場合、対象を広げ、将来、後追いで競合となりうる関連技術、周辺技術、代替技術などの脅威を記載してください。
※国内外の類似研究・先行技術の進捗状況、達成見込みについて分かる範囲で調べて記載してください。
※将来（短期および中長期）、競合技術との競争環境がどのような状況となるか、可能な範囲で予測して、記載してください。
※類似技術・先行技術等の状況分析を踏まえ、シーズの革新性・優位性について、記載してください。




3 シーズに関する知的財産の取得状況（周辺特許を含む）及びそれらのアライアンスやライセンス契約等の状況
	※特許を取得している場合、発明の名称、特許番号（または出願番号）、発明者、出願人、出願日を記載下さい。特許以外の知的財産権の場合も、同様の情報を記載ください。
　記載例：aaaの装置およびその製造方法、第xxx号(特願20yy-zzz)、○○○○、xyz大学、20xx年y月z日出願
※将来、当該シーズによる大学発ベンチャーを創出しようとした場合、シーズの発明者およびシーズが帰属する機関等（出願人）の同意が得られているかについて必ず記載してください。
※当該シーズについて、既に企業と共同研究を行っている場合やライセンス契約等がある場合は、その状況について具体的に記載ください。
※当該シーズの知的財産の先行技術に対する競争優位性と、今後に向けた知的財産戦略についても具体的に記載してください。




4 シーズに関する研究業績
	※シーズに関係する研究論文、国際会議での発表、著書があれば記載ください（シーズと関係ない研究論文等は記載する必要はありません）。
※箇条書きとし、著者名、タイトル、掲載誌名（書籍名）、巻、号、ページ、発行年等の情報、また、評価者がポイントをおさえやすいように、概要も含めて記載ください。




（2） [bookmark: _Hlk218936773]ユーザーおよびユースケースの概要
1 ユーザー（顧客）候補：
	※以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査や顧客インタビュー等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●価値を提供する顧客の想定を業種、職種、地域等も含め、可能な限り具体的に記載してください。その際、ビジネスを始める際の最初の顧客は誰なのか、を明らかにして記載してください。
例1 B2B（企業間取引）の場合、想定される顧客となる企業等を具体的に記載してください。
例2 B2C（対消費者取引）の場合、対象となるターゲット層を具体的に記載してください。
例3 地球規模の社会課題解決を目指し、まだ顧客が見えない場合、現段階で想定される顧客を記載し、課題を推進する中で情報収集に努めてください。
●想定顧客候補等に対するヒアリングの計画（時期やヒアリング対象、件数等）を記載してください。




2 ユーザー（顧客）の課題：
	※以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査や顧客インタビュー等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●解決するべき顧客の課題（ペイン）について具体的に記載してください。なお、顧客については（１）顧客候補の記入要領の内容を参考にしてください。
●現時点で存在する課題解決策（製品・サービス等）の内容とその問題点についても記載してください（既存の解決策がない場合は、ない旨を記載してください。）




（3） ビジネスモデル
1 製品・サービスの内容・独自価値および課題解決方法：
	※以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査や顧客インタビュー等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●シーズを核にどのような製品・サービスを構想しているか、上記顧客の課題をどのように解決するのか、具体的に記述してください。
●その特徴や魅力（新しい付加価値）について顧客視点も踏まえ詳細を記載してください。
●独自の価値の記載に当たっては、他社の商品・サービス構想との性能、コスト等を含めた比較を行い、メリット、デメリットについて記載してください。




2 [bookmark: _Hlk218939015]市場規模、期待できるシェア：
	※以下の内容は記載ポイントの例示です。可能な限り調査や顧客インタビュー等のエビデンスに基づき検証の上、記載してください。
●ターゲットとする市場の内容（国内、国外）を具体的に示してください。
●現在および将来に期待できる市場規模（国内、国外）を根拠を基に推定してください。市場調査エビデンスを具体的に記述してください。
●競合他社との強み弱み比較等により、期待できるシェアを推定してください。




3 圧倒的な優位性：
	※本事業により創出する大学発ベンチャーが持つ、先行企業にない製品・サービスの圧倒的優位性、社会を革新するようなインパクトについて記載してください。






（4） 3年後の達成目標：
	【課題終了時の達成目標】
○総合的な達成目標

○事業開発に関する達成目標

○研究開発に関する達成目標

○課題の推進体制に関する達成目標




【５】創業又は事業拡大に向けた計画
（1） 法人設立予定時期：
	※法人設立予定時期を記載してください（未設立の場合のみ）。




（2） EXITの方針：
	※EXITの方針について記載して下さい。またEXITを目指して、どのような資金調達を行って（融資、自己財源、ベンチャーキャピタルからの出資、公的資金等）で企業運営していくのか、方針を記載してください。
例：　　・地域の社会課題の解決に特化した企業として、○千万円の自己資金により企業活動の継続を目指す。
・国内マーケットを強く意識し、金融機関から○億円の融資を受けて運営し、○年後にIPOを目指す。
・ベンチャーキャピタルから○億円の出資を受けて、グローバル展開を見据え、○年後にIPOを目指す。
・金融機関から○億円の融資を受けて運営し、○年後に事業会社へのM＆Aを目指す。
・ベンチャーキャピタルから○億円の出資を受けつつ、グローバル展開を見据えて○年後にIPOを目指すが、○○という状況になった場合は、EXITをM＆Aに切り替える。




（3） [bookmark: _Hlk218948421]経営者候補人材の確保や育成に関する計画（その他事業化に必要な人材の確保を含む）
	※経営者候補人材がいない場合は、必要な人材像について記載してください。
採択後に、事務局からCXO候補人材のマッチングについてご案内します。



この体裁・項目によらず、自由に作成していただいて構いません。ただし事業化に向けた達成目標およびマイルストンをどのように考えているかが、しっかりわかるように作成してください。

【６】研究開発項目及び起業に向けたマイルストン
（1） 2026年度の計画（ガントチャート）
	実施内容
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	○○

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



（2） 2027年度～2028年の計画見込み（ガントチャート）
	実施内容
	2027年
4－6月
	2027年
7－9月
	2027年
10－12月
	2028年
1－3月
	2028年
4－6月
	2028年
7－9月
	2028年
10－12月
	2029年
1－3月

	○○

	
	
	
	
	
	
	
	

	○○
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○
	
	
	
	
	
	
	
	



【７】研究開発の体制（研究代表者、共同研究開発者、研究参加者など）
	氏　　名
	所　　　属　
	役割、分担

	
	大学・機関名
	部局(部署)
	役職
	

	
	
	
	
	研究代表者

	
	
	
	
	共同研究開発者

	
	
	
	
	経営者候補

	
	
	
	
	大学院生

	
	
	
	
	大学院生


※不足する場合は行を追加してください。

【８】研究代表者の研究費取得状況
研究代表者が現在受けている、あるいは申請中・申請予定の国の競争的研究費制度やその他の研究助成等（民間財団、海外機関を含む）について、研究課題ごとに記入してください。
	番号
	受給中の制度名
（研究期間)
	研究課題名
(代表者氏名)
	役割
(代表/
分担)
	2025年度の
本人受給研究費
（期間全体の研究費）
	ｴﾌｫｰﾄ(%)
	本申請との切り分け
（簡潔に記載）

	例
	科学研究費
補助金基礎研究(●)
（2025.9-2027.●）
	××による◇◇の創成
(○○○○)
	代表
	25,000千円
（100,000千円）
	30
	

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	


※間接経費を含めた概算額を記載してください。　




- 6 -

